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困 考

その天然ガス自動車に興味を持たれたあなたには、天然ガス自動車フォーラムへの入会がお勧めです。　
天然ガス自動車の最新情報と具体的事例が満載です。日本の天然ガス自動車の情報がすべてあります。
今、この特別号を手にとってもらったあなたと、日本の将来に対し、天然ガス自動車の普及を通じて、問題を解決していき
たいと考えています。天然ガス自動車フォーラムに入会して、協力してくださいませんか？

って
いません

か？ えて
みません

か？

これらの問題を抱えておられる方に、
天然ガス自動車がお勧めです。
従来の自動車より、優れた低公害車です。

安定した
エネルギー CO2削減 環境対策

出典：「The Gas Vehicles Report」 2010年4月号（No.99）数量は、端数をまとめた大まかな参考の場合もある。

出典：（社）日本ガス協会「天然ガス自動車の普及に向けて」2010年版



NGV Forum 特別号/2010 3

　フォーラムは、全国の公共団体、公的研究機関や自動車メーカー、部品メーカー、ユーザー、都市ガス事業者等による天然ガ
ス自動車の種々の情報を交換する場として平成3年に設立され、その成果として天然ガス自動車は約4万台普及しています。
　低炭素社会の創造に向け、ますます重要になった天然ガス自動車のトレンド情報に留まらず、特別顧問の方々を交え、様々な
周辺領域における情報交換の場となっています。

フォーラムとは…

主な行事

平成3年11月　116社・団体が参画し設立された。

斎藤 孟（早稲田大学名誉教授）、池上 詢（京都大学名誉教授）、中山 満茂（国士舘大学名誉教授）、
石原 荘一（名城大学名誉教授）、塩路 昌宏（京都大学 教授）、岸田 總太郎（東京ガス（株） 参与）

【正 会 員】129社：自動車メーカー、部品メーカー、ユーザー、都市ガス事業者等
【特別会員】115団体等：公共団体、公的研究機関、学識経験者等 平成22年7月現在

【正 会 員】1口3万円（1口以上）
【特別会員】会費無料

●3月研究会　●7月総会（1回/年）、研究会、特別顧問会議、情報交換会
●11月小研究会（国内の企業団体への訪問）　※研究会、小研究会への参加は無料
●秋～冬海外調査及び同報告書作成・発行　●その他 会報発行（定期：3回/年）、HP最新情報更新（随時）

随時。メール又はFAXで申込み。

設　　立

入　　会

会 員 数

特別顧問

会　　費

主な活動

情報交換会風景（2009/07/06）　
メーカー、ガス会社、ユーザーの方 と々業界の枠を超えた情報交換ができます

平成21年度小研究会
国内でも珍しい関東天然瓦斯開発様の水溶性天然ガスの生産(採集)設備、分離装置等
の施設を見学し、国産天然ガスの理解を深めました

第50回研究会（2009/07/06）経団連ホールでの講演風景　
会員、会員外の方を含め220名の方が参加されました
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　天然ガス自動車フォーラムでは「天然ガス自動車の普及促進・啓発活動・研究会の実施」を謳っており、毎年2回開催される研究会では各分野の第一人者
の方々からご講演いただいております。
　本特別号では下表に研究会を事例を掲載するとともに、会員以外の皆様にも2006年度研究会の講演（～北の大地から爽やかな風～「CNGトラックに夢
をのせて～♪♪」）の内容をご紹介させていただきます。（6P～7P参照）

掲載年度 会報No タイトル 講演者 講演者の所属（講演当時）

2005 46 低公害車の普及促進と、先進自治体による取組の重要性-良好な大気環
境の実現に向けて- 奥 真美 長崎大学環境科学部助教授

2005 46 和歌山市における低公害車導入政策について 若林 豊 和歌山市生活環境部長

2005 47 国土交通省における低公害車普及政策について 坂野 公治 国土交通省自動車交通局総務課企画室長

2005 47 中部地区における低公害車普及政策について 加藤 淳 経済産業省中部経済産業局エネルギー対策課長

2005 47 愛・地球博　TOYOTA IMTS開発について 江崎 正隆 トヨタ自動車㈱商品開発本部第1トヨタセンターチーフエンジニア

2005 47 中部国際空港(セントレア)の環境配慮、セントレアE・S見学 元山 哲 中部国際空港㈱総務部環境室環境企画グループリーダー課長

2005 48 天然ガス自動車をはじめとするクリーンエネルギー自動車の役割と展望 塩路 昌宏 天然ガス自動車フォーラム特別顧問京都大学教授

2005 48 さいたま市天然ガス自動車普及促進戦略について 小泉 憲司 さいたま市環境経済局環境部環境対策課主幹

2005 48 大阪市における天然ガス自動車の普及施策について 春名 丈範 大阪市都市環境局環境部交通環境課低公害車普及担当係長

2005 48 天然ガス自動車本格普及に向けて 冨田 由起夫 社団法人日本ガス協会天然ガス自動車プロジェクト部長

2006 49 改正省エネルギー法の施行について 三木 健 経済産業省資源エネルギー庁省エネルギー・
新エネルギー部省エネルギー対策課長

2006 49 横浜市の天然ガス自動車普及への取組みについて 山田 二郎 横浜市環境創造局交通環境対策課長

2006 49 京都市の天然ガス自動車普及への取組みについて 大原 隆 京都市都心部(まちなか)グリーン配送推進協議会事務局京都市環境局地
球環境政策部環境管理課

2006 51 今後の運輸用燃料の動向と天然ガス自動車の課題 大聖 泰弘 早稲田大学理工学術院教授

2006 51 ～北の大地から爽やかな風～「CNGトラックに夢をのせて ～♪♪」 武田 秀一 武田運輸株式会社代表取締役社長

2006 51 次世代大型天然ガストラックの公道走行試験 土屋 孝幸 日産ディーゼル工業株式会社

2006 51 小型パッケージタイプ充填装置の商品化 西田 秀哉 株式会社加地テック東京営業部

2006 51 パッケージ型DM圧縮機急速充填設備 小林 千宏 ブルックハルトジャパン株式会社

2007 53 環境エネルギー問題における天然ガス自動車の役割と課題 大聖 泰弘 早稲田大学理工学術院教授

2007 53 欧州自動車メーカーの環境対策 清水 和夫 モータージャーナリスト＆レーシングドライバー

2007 53 CNGエンジンへの取組み 浦田 隆 いすゞ自動車株式会社上席執行役員

2007 53 天然ガス自動車の二酸化炭素排出量調査について 近江 貴治 株式会社日通総合研究所物流技術環境部

2007 54 天然ガス・ピストン内燃エンジンの隠し味 石原 荘一 名城大学理工学部教授

2007 54 次世代低公害車開発・実用化促進事業の推進 後藤 雄一 独立行政法人交通安全環境研究所環境研究領域長

2007 54 CNGと切り開く未来～環境物流に賭けた運送事業者からの報告～ 池田 雅信 株式会社エコトラック

2007 54 バイフューエルシステムの開発 北川 五一 株式会社エッチ・ケー・エス常務取締役事業開発部長

2008 56 今後の国内外の地球温暖化対策と運輸部門への影響 工藤 拓毅 財団法人日本エネルギー経済研究所地球環境ユニット総括

2008 56 自動車排出ガス・燃費規制とそのエンジン対応技術について 瀬古 俊之 財団法人日本自動車研究所エネルギー環境研究部部長

2008 56 天然ガス自動車の導入と取り組み～NGVへのシフトチェンジ～ 柳樂 英樹 増田運輸株式会社管理部部長

2008 56 日本を環境で再生させるポイント 中谷 彰宏

2008 57 環境対策からみた天然ガス自動車の普及政策 後藤 浩平 国土交通省自動車交通局総務課企画室長

2008 57 バイオ燃料の役割と将来の可能性 赤石 和幸 株式会社日本総合研究所創発戦略センター副主任研究員

2008 57 天然ガス自動車の導入と環境への取り組み 別所 恭一 佐川急便株式会社理事

2009 59 持続可能なライフスタイル 中原 秀樹 東京都市大学(旧武蔵工業大学)環境情報学部教授

2009 59 資源の価格・需給の動向とバイオ燃料の可能性 柴田 明夫 丸紅株式会社丸紅経済研究所所長

2009 59 天然ガス自動車の導入と環境への取り組み 繁野 修身 新潟運輸株式会社業務部次長

2009 59 アジア・太平洋地域におけるＮＧＶの状況 Mr.Lee Giok 
Seng Asia Pacifi c Natural Gas Vehicles Association Executive Director

2009 60 自動車の環境・エネルギーに関する技術開発の動向 大聖 泰弘 早稲田大学創造理工学部教授

2009 60 自動車用エネルギーの将来像 蓮池 宏 財団法人エネルギー総合工学研究所副主席研究員

2009 60 世界の自動車産業のゆくえと低公害車の将来 桃田 健史 モータージャーナリスト

研究会実績（2005～ 2009）
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年度 期間 行き先 訪問先等 調査・視察事項 まとめ

2004 10/3～10/10
ドイツ
スイス
フランス

●水素ステーション（ミュンヘン空港）
●メーカー訪問（グリーンフィールド社、
スウェージロック社、ルノー社）
●パリモーターショー

ヨーロッパの自動車メーカー（ルノー社）が生産する自動車
の商品化動向の調査と天然ガススタンドの主要機器である圧
縮機メーカーのグリーンフィールド社のコンパクト圧縮機の
視察。また、将来の燃料電池自動車の普及に際して必要とな
る水素スタンドの調査。

①ヨーロッパでの天然ガス自動車の大半がバイフューエル車。日本でも導入に
注力すべき。
②ヨーロッパでの普及の大きな理由は燃料価格の優位性
③モーターショーではCO²の排出量が展示車の訴求ポイントである。④ミュンヘン空港では世界初のオンサイトの水素ガス製造によるステーションが設
置された。11の企業とバイエルン州政府がプロジェクトをサポートしている。

2005 10/16～10/23 アメリカ

●国立再生可能エネルギー研究所
●Regional Transportation District
●Trans Teq社
●Waste Management社
●South coast Air Quality Management District
●MTA社バス基地
●ロサンゼルス国際空港

米国の中西部コロラド州デンバー、米国で天然ガス自動車が
最も普及しているカリフォルニア州ロサンゼルスにおいて、
ＮＧＶ普及政策を進めている国立研究機関、州の普及組織、
バス運営事業者、ハイブリッドバス製造事業者、大手ゴミ収
集事業者、ロサンゼルス空港を訪問し、米国における最新の
ＮＧＶを取り巻く状況および大規模天然ガススタンド、ＬＮ
Ｇ自動車などのＮＧＶ技術等を調査。

①アメリカでの天然ガス自動車の普及の必要性は、エネルギーセキュリティ、
大気汚染の改善、地域経済の活性化、代替燃料認知度のアップである。
②普及のための取り組みは、法規制、規制緩和、補助制度であった。
③行政の強力な指導が重要

2006 11/5～11/12 オランダ
エジプト

●EGAS社
●GASCO社
●DUTCH4
●TELEFLEX GFI社
●NGV2006(IANGV)

40カ国以上が参加しカイロで開催されたアフリカ地域初の天然ガ
ス自動車国際会議（ＮＧＶ2006）とアフリカ諸国およびEUの状況
を調査。深刻な大気汚染対策に取り組むエジプト、大都市周辺の
渋滞が日常化し、温暖化対策を急ぐオランダの現状を調査・視察。

①エジプトは産油国であるが、産ガス国であり、74,000台のCNG車が走っている。
②オランダのNGVは640台と少ないが、大気汚染、CO²削減、石油代替の観点から、国主導で普及している。
③NGV2006が17カ国78団体が参加し、充填設備54社、NGV関係18社が出
展していた。

2007 10/14～10/21 オランダ
ドイツ

●CNGスタンド見学（ドイツ）
●メーカー訪問（Gastec社、GASAG社、
オペル社）
●自治体訪問（ベルゼン市、アウグスブル
グ市）

エネルギーの安定や環境に対する意識が高く、日本と類似点
の多いオランダ・ドイツにおけるガスに関する検査・認定を
行っている民間機関、ガス会社、自動車メーカーならびにＮ
ＧＶを率先導入している公的機関を訪問し、各国のエネル
ギー及び環境政策等がどのように展開され、またNGVはどの
ような位置づけかを調査。

①オランダ：ドイツやイタリアの自動車メーカーがNGVの販売を開始。各自
治体の導入補助金の提供。
②ドイツ：政府、ガス会社、自動車メーカーの協力で小型クラスを中心に着実
に普及が進んでいる。バイオガスに対する取組みも積極的。
③大気環境の問題から、CNG車に注目が集まっている。
④ガス事業者がイニシアチブを取って普及を進めている。
⑤ドイツのCNG車は、ほとんどバイフューエル車。
⑥ガス充填は、セルフ

2008 11/2～11/9 イタリア

●EMER社（CNG・LPG部品製造・販売）
●ATM社（公共交通機関）
●フィアット社（自動車メーカー）
●イベコ社（商用車メーカー）
●Eni社（エネルギー供給会社）
●アルペンガス社（ガス供給会社）
●ボルツァーノ市（自治体）

世界では毎年100万台規模で増加する状況の中、ＮＧＶ普及
の新たな段階にあるとされるイタリアでのＮＧＶの技術開
発・普及状況、運輸部門の環境・エネルギー施策などの調
査。

①メーカー生産車（OEM車）の量産化により商品性が高まった事と、政府が低
公害車の普及支援を積極的に行った事により近年ますます増加傾向にある。
②環境対策には、自治体の姿勢が重要となる。
③環境改善のための市内バスの100％CNG化や、一般車に対する導入促進の
ため給油所の新設・改築の場合にはCNG充填設備の併設の義務付けを行っ
ている。

2009 12月

NGV普及進行国、
注目国（16ヶ国）

三菱総合研究所文
献調査

（調査対象国） 
●パキスタン●アルゼンチン●ブラジル●イ
ラン●インド●イタリア●中国●コロンビア
●バングラディッシュ●タイ●ウクライナ●
アメリカ●ドイツ●韓国●スウェーデン●フ
ランス

世界は急激に変化しているため、再度世界の状況を俯瞰する
べく、国内で入手できる資料をもとに情報を収集するとと
もに、ANGVA2009（アジア天然ガス自動車協会　会議展
示）に参加して、参加者からの各国の事情の最新情報を収
集。

NGV普及が進んでいる国に共通しているのは、「国産ガスの利用促進」である。
この他に調査結果として指摘できる事項は、次の点である。
①天然ガス自動車の大量普及のためには個人ユーザーへの普及が鍵となる
②従来車と比較した経済性が優れないと個人ユーザーには導入されない
③CNG車のインフラ整備の最適なあり方は、新興国と先進国とで異なる可能性がある
④フリートユーザーから個人ユーザ獲得へのシフト
⑤CNG供給事業に民間事業者が参入したがるような魅力的な事業とする重要性
⑥国の支援の重要性

　天然ガス自動車フォーラムでは、会員の中から希望者を募り、海外調査を行っております。海外調査では、フォーラムならではの、メーカー・企業・研
究所・インフラ施設の訪問等を通し、ＮＧＶに関する最新情報を入手しております。
　2004年から2008年までは、ヨーロッパを中心に視察を行ってきましたが、日本より普及が遥かに進む海外諸国では積極的な国策が目立ちます。
本特別号では、下表に海外調査の概要を掲載するとともに、会員外の皆様にもＮＧＶフォーラムの活動を少しでも感じ取っていただければとの思い
を込めて、に2006年度海外調査（エジプト・オランダ）のレビューを掲載します。（10P～11P参照）

　天然ガス自動車フォーラムでは「天然ガス自動車の普及促進・啓発活動・研究会の実施」を謳っており、毎年開催する「小研究会」では現地に赴き、実物を前
に専門の方から説明を受ける等、知見を広める活動も実施しております。
　本特別号では下表に小研究会事例の概要を掲載するとともに、2008年度小研究会（「こうべバイオ」施設の見学～バイオガスの発生から車両の充填まで
～）のレビューをご紹介させていただきます。（8P～9P参照）

海外調査実績（2004～ 2009）

小研究会実績（2006～ 2009）

掲載年度 訪問先 内容

2006 名城大学理工学部　石原荘一教授　研究室 当フォーラムの特別顧問である名城大学の石原先生の「ビークルエンジン研究室」にて、「天然ガス・ピストン内燃エ
ンジンの隠し味」と題した講演、研究成果の紹介や実験室・実験設備の見学を行いました

2007 早稲田大学創造理工学部　大聖泰弘教授　研究室 早稲田大学の大聖先生の研究室にて、「自動車の環境・エネルギー技術の将来展望」と題した講演、研究成果の紹介や
モビリティ研究会の紹介、実験室・実験設備の見学を行いました

2008 兵庫県神戸市東灘下水処理場内 「こうべバイオガス」にて下水処理の過程で発生する消化ガスを天然ガス自動車の燃料として活用する仕組みについ
て、座学、現場設備見学、バイオスタンド充填設備にて説明を受けました

2009 千葉県茂原市（大多喜ガス、関東天然瓦斯開発） 南関東ガス田における水溶性天然ガスおよび生産設備等について座学、プラント設備、民家井の見学を行い、天然ガス
自動車の燃料である天然ガスについて理解を深めました

海外のＮＧＶと充填風景（2008年海外調査報告書から抜粋）
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会報第51号（2006年）

エコロジーでエコノミーな天然ガス自動車の活躍を天然 
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第44回　研究会報告

ガス自動車フォーラムは会員様へお伝えしています。
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会報第58号（2009年）

エコロジーでエコノミーな天然ガス自動車の活躍を天然 
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天然ガス自動車フォーラム2008年度小研究会報告（抜粋）

ガス自動車フォーラムは会員様へお伝えしています。
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会報第52号（2007年）　

エコロジーでエコノミーな天然ガス自動車の活躍を天然 
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2006年度 海外調査報告

ガス自動車フォーラムは会員様へお伝えしています。



天然ガス自動車フォーラム
   事務局　上　野　行

趣意に賛同し、天然ガス自動車フォーラムに入会いたします。

天然ガス自動車フォーラム 入会申込書

入会申込方法
■下記の入会申込書にご記入の上、事務局宛に郵送もしくはＦＡＸにてお送りください。
■年会費　一口（３万円）以上となっております。
■本入会申込書受理後、必要書類をお送りさせて頂きます。

入会申込書
（切り取る必要はありません、このページごと郵送もしくはＦＡＸをお願いいたします。）

会社・団体名

所属部署

担当者名

所在地

電話番号

e-mail

年会費予定口数

FAX番号

役　職

平成     年     月     日

〒

　　　口　　　　　　円（一口３万円）

天然ガス自動車フォーラム事務局（申込書送付先）
〒105-0001　東京都港区虎ノ門 1-15-12

（社）日本ガス協会内　担当　上野拓哉　電話：03-3502-0215　http://www.ngv-f.com

03-3502-3676
申込FAX番号
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